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1. ソフトマテリアルとは
ソフトマテリアル（Soft Material）あるいはソフトマター（Soft Matter）とは、高分子やコロイド、エラストマー、

ゲル、膜、ミセル、液晶、超分子、生体分子などの " やわらかい物質 " の総称で、金属やセラミックスなどのハー

ドマテリアルに対する呼び名である（図 1）。ソフトマテリアルという総称は化学系で、ソフトマターは物理系で

使用される傾向があるように思われる。ソフトマテリアルは古くから利用されてきたが、注目されるきっかけは

1991 年にノーベル物理学賞を受賞した Pierre-Gilles de Gennes による受賞講演である 1）。その受賞講演は、

「What do we mean by soft matter? Americans prefer to call it "complex fluids, "and this does indeed 

bring in two of the major features:」で 始 まる。この 2 つ の 主 な 特 徴（Major Feature）とは "Complexity"と

"Flexibility" である。従来、物理学ではハードマテリアルが中心的な研究対象であり、より複雑で柔軟なソフトマ

テリアルは物理学の研究対象として取り上げられることは少なかった。これに対して高分子化学などを中心とし

た化学系では、古くからソフトマテリアルが重要な研究対象として取り扱われてきた。しかし、ソフトマテリアル

の複雑で柔軟な挙動の中に新しい非線形や非平衡の物理学が見出され、化学系だけではなく、物理系の研究

者にとってもソフトマテリアルは興味ある研究対象になってきた。

ソフトマテリアルは複雑な分子構造や材料構造をもち、分子などの構成成分の内部自由度が大きいために、

de Gennesが述べたような2つのユニークな特徴を示す。ソフトマテリアルとハードマテリアルを特徴づける「や

わらかい」と「かたい」というキーワードは感覚的な表現であるが、科学的には構成成分の運動エネルギーが

kBT（kB：ボルツマン定数、T：温度）に近い材料がやわらかく、kBTよりもかなり小さい材料がかたいと捉えること

ができる。したがって、構成成分の運動性が高いソフトマテリアルは、応力などの外部刺激に対して大きな内部

自由度に基づいて緩慢な応答性を示す。そのため、ソフトマテリアルでは線形応答だけではなく、非線形応答を

取り扱う必要がある。また、金属などのハードマテリアルとは異なり、高分子などでは結晶領域と共に非晶領域

もその物性を左右する。そのため、非平衡系での取り扱いやレオロジーのような時間因子の考慮を必要とする

場合も多い。このように内部自由度の大きなソフトマテリアルではエントロピーがその挙動を左右する重要な因

子となり、分子間相互作用などのエネルギーとのバランスによってその構造や物性、機能が決まる。

ここでは、ソフトマテリアルの合成、形成、構造、物性、機能について簡単に触れ、複雑で柔軟であるが故に

ユニークな物性や機能を示すソフトマテリアルの魅力を紹介する。

ソフトマテリアル入門
－最新のソフトマテリアル研究とそれを支える分析技術－

関西大学  化学生命工学部
教授

宮田 隆志 先生
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2. ソフトマテリアルの合成・形成
ソフトマテリアルの代表である高分子は一般的に重合により合成することができ、ラジカル重合や重縮合な

どが利用されてきた。最近では、原子移動ラジカル重合（ATRP）や可逆的付加開裂型連鎖移動（RAFT）重合

などのリビングラジカル重合によって構造制御された高分子を簡便に合成できるようになり、分子設計によっ

て物性や機能を制御しやすくなってきた。また、重合時の多官能性モノマーの使用や高分子同士の架橋により、

溶媒に不溶となる高分子ネットワークを形成させることもできる。さらに、均一系重合だけではなく、不均一系

の乳化重合や懸濁重合、分散重合などを利用すると、ナノスケールからマイクロスケールの高分子微粒子の合

成が可能である。基板やフィルム、粒子などの表面に重合開始基を導入し、そこを起点とした重合により高分

子薄膜や高分子ブラシも形成されている。このように重合技術の進歩に伴って、様々な分子構造を有するソフ

トマテリアルが設計できるようになってきた。

一方、重合や高分子反応などの有機化学的手法だけではなく、分子同士の相互作用によって大きな構造体

を形成させる自己集合などもソフトマテリアル形成に利用されている。ミセルや液晶、超分子などの自己集合

体は、疎水性相互作用や水素結合、イオン結合、ホスト－ゲスト相互作用などの分子間相互作用により自発的

に集まって動的な規則構造を形成している。不可逆的な共有結合ではなく、可逆的な分子間相互作用により形

成される自己集合体は、pHや温度などの外部環境変化に対して鋭敏で、可逆的に構造を変化させることがで

きる。分子設計によって予め分子に情報を組み込むことにより、特定の条件下で分子間相互作用が働いて自己

集合体を形成する。このようなボトムアップテクノロジーを利用したソフトマテリアル形成は、マクロスケール

のゲル化を引き起こす超分子ゲル化剤などにも利用されている。

図1　代表的なソフトマテリアル
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ソフトマテリアルは主に有機化合物を中心とした柔らかい材料であるが、その弱点を克服するために無機材

料との複合化も古くから行われてきた。たとえば、高分子材料に無機材料を分散させた複合材料は自動車タイ

ヤなど身の回りの製品に広く見られる。さらに小さなスケールで混合された有機－無機ハイブリッドは、ソフト

マテリアルの優れた特性や機能を示し、その弱点である力学強度や耐久性などをハードマテリアルで補完して

いる。一方、生体分子の優れた機能を活用するために、生体分子と高分子あるいは金属ナノ粒子とのバイオコ

ンジュゲーションなども盛んである。

このようにソフトマテリアルの合成・形成は、有機化学的手法と共に分子間相互作用による自己集合も利用

され、その形成場も均一系だけではなく、固液や液液の不均一系など多彩な環境で行われている。幅広いソフ

トマテリアルの設計には、合成技術などの有機化学、自己集合などでは物理化学、さらに有機－無機ハイブリッ

ドやバイオコンジュゲーションでは無機化学や生化学などの多彩な基礎科学の知識と技術が必要である。

3. ソフトマテリアルの構造
ソフトマテリアルは共有結合に基づく高分子や低分子の集合体であり、その分子構造だけではなく、ナノス

ケールからマイクロスケール、マクロスケールでの構造がその物性や機能を決定している。生体の構造と同様

に、このようなソフトマテリアルの階層構造は各スケールで最適に設計される必要がある。分子構造は、ソフト

マテリアルの構成要素として最も重要であり、より大きなスケールでの構造を決める情報も内在している。例え

ば、低分子化合物であっても相互作用部位などを最適に分子設計すると、分子間相互作用によってそれらが自

己集合してより大きな動的構造体を形成する。

ナノ粒子やナノ薄膜、自己集合体、超分子などはナノスケールの構造をもち、そのナノ構造に基づく物性や機

能を発現する。さらに、多成分系高分子や複合材料のような複数の成分からなるソフトマテリアルでは、そのミ

クロ相分離や分散状態などのナノスケールからマイクロスケールの構造が物性や機能を大きく左右する。たと

えば、高分子材料に金属・無機材料を分散させた複合材料の場合には、その分散状態が力学物性や光学物性、

電気物性などを支配する。また、材料の表面や界面の構造は内部構造とは異なり、特定の成分が表面に濃縮さ

れる。このような表面や界面の構造も材料の物性や機能に直接影響するため、様々な分析技術を駆使して表面

や界面の化学的・物理的構造が調べられ、最適な表面・界面構造が設計されている。たとえば、血液と接触す

る医用材料では生体適合性が要求されるため、タンパク質吸着や血小板粘着などを抑制するための表面構造

が、生体膜模倣などのアプローチで設計されている。ゼオライトや金属有機構造体（MOF、PCP）などの多孔

体や水処理などに用いられる分離膜はナノスケールからマイクロスケールの空間や空隙からなる固有の多孔構

造を有しており、吸着や分離、透過などに広く活用されている。

これらの階層構造が相互に関連して、ソフトマテリアルの物性や機能が決定される。そのため、ソフトマテリ

アル開発では、その用途や目的に応じた物性や機能を発現させるための分子設計やナノ、マイクロ、マクロス

ケールの構造設計が不可欠である。その際には、各スケールでの構造を正確に分析し、その結果をフィードバッ

クして材料設計に活用することが要求される。最近では分析技術の著しい進歩により、上記のような各スケー

ルでの構造を正確に"見る"ことができるようになってきた。表1に各スケールでの構造の評価法を例示する。

また、本アプリケーション集に実施例が記載されているので参照されたい。

疎水性ブロック
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図1　代表的なソフトマテリアル
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ソフトマテリアルは主に有機化合物を中心とした柔らかい材料であるが、その弱点を克服するために無機材
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3. ソフトマテリアルの構造
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また、本アプリケーション集に実施例が記載されているので参照されたい。



表1　ソフトマテリアルの構造・物性・機能の解析・評価法の例

4. ソフトマテリアルの物性・機能
ソフトマテリアルは既に身の回りで幅広く利用され、最先端技術材料としても世界中で多彩な機能のソフト

マテリアルが生み出されている。このようにソフトマテリアル研究が盛んな理由は、その多彩な物性と機能に

ある。de Gennes が述べたように、ソフトマテリアルは複雑で柔軟であるが故に、想像もできないような物性

や機能を発現する。ソフトマテリアルの主な物性としては、力学物性、表面・界面物性、熱物性、光物性、電気

物性などを挙げることができる。機能も多彩であり、吸着、分離、透過、分子認識、生体適合性、刺激応答性、

形状記憶、自己修復など枚挙に遑がない。このような幅広い物性と多彩な機能に基づいて、ソフトマテリアル

は身の回りの高分子や界面活性剤、食品などとして古くから利用され、さらに電子電気材料や情報材料、光学

材料、医療材料など最先端技術でも応用されている。

最近では、従来の常識を覆すような物性や機能を示すソフトマテリアルも報告されている。例えば、ソフトマ

テリアルの代表である高分子ゲルは最先端材料として世界中で研究されているが、その低い力学強度が実用化

を阻んできた。しかし、最近、優れた力学強度を示す有機－無機ナノコンポジット（NC）ゲルや環動ゲル、ダブ

ルネットワーク（DN）ゲルが報告され、高強度ゲルやタフゲルといった新しい研究の潮流となっている。高分

子の力学物性としては、固体と液体を合わせたユニークな物性が粘弾性として現れ、そのレオロジー特性がう

まく活用されている。また、表面の濡れ性や防汚性、摩擦特性などの表面・界面物性もソフトマテリアルの実用

化では重要である。たとえば、ソフトマテリアル表面は、その内部の状態とは異なり、実用化に際しては表面や

界面の設計制御が不可欠である。高分子などのガラス転移温度（Tg）や融点（Tm）は、その使用環境を決定す

る重要な熱物性である。液晶では、動的な規則構造が等方相状態へと変化する液晶－等方相転移点（Ti）が液

晶状態を決める熱物性となる。
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ソフトマテリアルの機能も多彩である。例えば、水処理や血液透析などに利用されている高分子膜は、最適

な多孔質構造の設計により目的に応じた透過分離機能を発現する。また、界面活性剤は親水部と疎水部とから

なる両親媒性分子であり、そのバランスによって界面活性能が変化し、洗浄機能が大きく左右される。両親媒

性ブロック共重合体の場合には高分子ミセルを形成し、その生体適合性やサイズ効果などを利用してドラッグ

デリバリーシステム（DDS）への応用も試みられている。人工心臓や人工血管などの医用材料には抗血栓性な

どの生体適合性が必須機能であり、再生医療では細胞を制御するためのソフトマテリアルが活躍している。最

近では、電気・電子分野とソフトマテリアルとの融合も盛んであり、集積回路をエラストマー表面に書き込んだ

ウエアラブルデバイスは、医療やエネルギー、環境分野への利用が期待されている。外部環境の変化に応答し

て構造変化する刺激応答性高分子は、ソフトマテリアルの複雑で柔軟な特徴に基づく機能を示す好例である。

刺激応答性高分子を利用した DDS やセンサー、細胞制御は数多く報告されており、世界中の研究者がスマー

トマテリアルとして様々な刺激応答性高分子を設計している。最近では、ある条件下で一時的形状を記憶させ、

温度刺激により元形状へと回復する形状記憶高分子が設計され、医療応用が検討されている。ソフトマテリア

ルのホットな話題としては自己修復材料を挙げることができる。修復剤を含有させたマイクロカプセルを分散

させた自己修復材料や水素結合などの動的結合を利用した自己修復材料に関する研究が急激に増えている。

このようにソフトマテリアルの機能は多彩であり、身近な用途から最先端技術まで広範な応用を目的として世

界中でその設計が試みられている。

上記のようなソフトマテリアルの物性や機能の評価には様々な分析機器が活用されている。たとえば、力学

物性や表面・界面物性、熱物性などを評価するために、引張り試験機や粘弾性測定装置、接触角測定装置、示

差走査熱量計（DSC）などが用いられている。光機能の評価では、紫外・可視分光光度計や蛍光分光光度計な

どが使用されている。このようにソフトマテリアルの物性や機能の評価も分析技術・機器の進歩に支えられ、そ

れらはソフトマテリアル開発で不可欠になっている。表 1 には、ソフトマテリアルの物性・機能の評価法も合わ

せて例示している。本アプリケーション集に掲載されている実施例も参照されたい。

5. ソフトマテリアルの展望
ここでは、ソフトマテリアルの合成・形成、構造、物性・機能について簡単に触れた。全てを紹介できないので、

文献を参照されたい 2, 3）。新しいソフトマテリアルの開発では、合目的的な分子設計に基づいて構造設計し、優

れた物性やユニークな機能の発現とその応用を目指している。これらの開発では、様々な構造や物性、機能を

解析して評価するための分析技術・機器が不可欠である。分析技術・機器の進歩は著しく、それ無しではソフト

マテリアルの開発は不可能である。本アプリケーション集では、このようなソフトマテリアル開発で重要な分析

技術の実施例をまとめている。既にソフトマテリアル開発に携わっている研究者だけではなく、他分野からソフ

トマテリアル開発に新たに参入しようとする研究者にも役立つはずである。

【参考文献】

1） P.‐G. de Gennes, Soft Matter (Nobel Lecture), Angew. Chem. Int. Ed., 31, 842-845 (1992).

2） 高原淳、栗原和枝、前田瑞夫、ソフトマター、丸善 (2009).

3） 宮田隆志、高分子基礎科学 One Point 第 6 巻 高分子ゲル、共立出版 (2017).
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刺激応答性高分子を利用した DDS やセンサー、細胞制御は数多く報告されており、世界中の研究者がスマー

トマテリアルとして様々な刺激応答性高分子を設計している。最近では、ある条件下で一時的形状を記憶させ、

温度刺激により元形状へと回復する形状記憶高分子が設計され、医療応用が検討されている。ソフトマテリア

ルのホットな話題としては自己修復材料を挙げることができる。修復剤を含有させたマイクロカプセルを分散

させた自己修復材料や水素結合などの動的結合を利用した自己修復材料に関する研究が急激に増えている。

このようにソフトマテリアルの機能は多彩であり、身近な用途から最先端技術まで広範な応用を目的として世

界中でその設計が試みられている。

上記のようなソフトマテリアルの物性や機能の評価には様々な分析機器が活用されている。たとえば、力学

物性や表面・界面物性、熱物性などを評価するために、引張り試験機や粘弾性測定装置、接触角測定装置、示

差走査熱量計（DSC）などが用いられている。光機能の評価では、紫外・可視分光光度計や蛍光分光光度計な

どが使用されている。このようにソフトマテリアルの物性や機能の評価も分析技術・機器の進歩に支えられ、そ

れらはソフトマテリアル開発で不可欠になっている。表 1 には、ソフトマテリアルの物性・機能の評価法も合わ

せて例示している。本アプリケーション集に掲載されている実施例も参照されたい。

5. ソフトマテリアルの展望
ここでは、ソフトマテリアルの合成・形成、構造、物性・機能について簡単に触れた。全てを紹介できないので、

文献を参照されたい 2, 3）。新しいソフトマテリアルの開発では、合目的的な分子設計に基づいて構造設計し、優

れた物性やユニークな機能の発現とその応用を目指している。これらの開発では、様々な構造や物性、機能を

解析して評価するための分析技術・機器が不可欠である。分析技術・機器の進歩は著しく、それ無しではソフト

マテリアルの開発は不可能である。本アプリケーション集では、このようなソフトマテリアル開発で重要な分析

技術の実施例をまとめている。既にソフトマテリアル開発に携わっている研究者だけではなく、他分野からソフ

トマテリアル開発に新たに参入しようとする研究者にも役立つはずである。

【参考文献】

1） P.‐G. de Gennes, Soft Matter (Nobel Lecture), Angew. Chem. Int. Ed., 31, 842-845 (1992).

2） 高原淳、栗原和枝、前田瑞夫、ソフトマター、丸善 (2009).

3） 宮田隆志、高分子基礎科学 One Point 第 6 巻 高分子ゲル、共立出版 (2017).
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リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

小暮 亮雅 1、吉見 聡 2、枝廣 雅美 2、藤井 秀司 3　 
（1 島津テクノリサーチ、2 島津製作所、3 大阪工業大学）

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価 

藤 里砂、藤井 岳直、祖父江 和樹、大矢 知佳、西村 司
（島津製作所）
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3.

2.

4.

6.

5.
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異物分析をサポートする解析ツール
－EDX-FTIR統合解析ソフトウェアー
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村田 匡 1、齊木 秀和 1、財津 桂 2、林 由美 2 　
（1 島津製作所、2 国立大学法人名古屋大学大学院 医学系研究科）

XPSによる有機物の化学結合状態解析

渡邉 俊祐 
（島津製作所）
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薄膜光反応試料の評価システム

平松 崇英　　
（島津製作所）

リキッドマーブルの粘着剤の反応解析

武内 誠治、星 大海
（島津製作所）
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超臨界流体クロマトグラフ（Nexera UC）
を用いた類似構造化合物分離への適用事例
内方 崇人、松本 恵子、舟田 康裕　　

（島津製作所）

1.1.

2.2.

3.3. (Supercritical fluid chromatography : SFC)(Supercritical fluid chromatography : SFC)
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4.Nexera UC
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合成高分子の分子量分布と添加剤の同時分析が可能な
GPC分析システム
岩田 奈津紀 

（島津製作所）

Column: Shodex KF-804L (300 mmL x 8.0 mmI.D.)
Mobile Phase: THF (without stabilizer)
Flow Rate: 1.0 mL/min
Column Temp.: 40 
Injection Volume: 5 µL
Detection(PDA): 230 nm
Flow Cell: Conventional cell
Detection(RI): RID-20A

Polarity +, Cell temp. 40 , Response 1.0 secPolarity +, Cell temp. 40 , Response 1.0 sec

Fig.7 GPC

Prominence GPC LC-2030C 3D Plus (Prominence-i)
GPC
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X線回折法による高分子材料の測定

岡本 康之　　
（島津製作所）

卓上型MALDI-TOFMSによる合成高分子と
関連物質の測定例
山崎 雄三 、中家 修一、島 圭介　　

（島津製作所）
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スマートフォンを保護するフィルムやガラスの
光学特性
祖父江 和樹　　

（島津製作所）
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(SPR:surface plasmon resonance)

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と
光学特性の関係
祖父江 和樹 、前田 裕貴、小野村 章吾　

（島津製作所）



28 29
島津新素材アプリケーション集 III

スマートフォンを保護するフィルムやガラスの
光学特性
祖父江 和樹　　

（島津製作所）

12
3 %

5% 7%
400 nm

/

1.

2.

3.

JIS R3106 

+

UV-2600+MPC-2600A
UV-3600Plus+MPC-603A
SolidSpec-3700/3700DUV

0

12

100 nm

SPM-9700HT
5 

2D
3D

2.2.

3.
100 nm

3.

4.4.

( ) SIGMA-ALDRICH 0.1 mM PBS

1.1.

/ /

50 nm
80 nm
100 nm

50 nm
80 nm
100 nm

(SPR:surface plasmon resonance)

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と
光学特性の関係
祖父江 和樹 、前田 裕貴、小野村 章吾　

（島津製作所）



30 31
島津新素材アプリケーション集 III

自動車内装材から放散するVOC及びSVOCの分析
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（島津製作所）
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AA, ICP を用いたプラスチック中有害元素の分析

橋本 晋、高坂 正博　　
（島津製作所）

加熱脱離（TD）法による化学製品中の異臭分析

高倉 誠人　　
（島津製作所）

GC/MS

BCR680 BCR681

Cd 140 140 141 140.8 21.1 21.3 21.6 21.7 0.02
Pb 106 < 107 107.6 13.2 < 13.7 13.8 0.2
Cr 106 112 115 114.6 16.1 17.3 17.9 17.7 0.03
Hg < 24.2 25.3 25.3 < 4.3 4.4 4.5 0.2
As 27 30 31 30.9 3 4 4 3.93 0.5
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NHSO2F Cl

Br

Fig. 3 (C12H8O2NFClBrS,Nac-st1 )

F   :  5.21%
Cl  :  9.72%
Br : 21.91%
S  :   8.79

N-(2'-bromo-4'-fluorophenyl)-4-chlorobenzenesulfonamide

PPS Product 
A

PPS Product 
B

F 1024 126

Cl 1173 792
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F 1024 126

Cl 1173 792
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高精度MSnと多変量解析手法を用いた
加硫促進剤の差異解析
合田 隆大 、中島 宏樹、八巻 聡、西根 勤、古田 大、濱田 尚樹　　

（島津製作所）



36 37
島津新素材アプリケーション集 III

高精度MSnと多変量解析手法を用いた
加硫促進剤の差異解析
合田 隆大 、中島 宏樹、八巻 聡、西根 勤、古田 大、濱田 尚樹　　

（島津製作所）



38 39
島津新素材アプリケーション集 III

高分子添加剤ライブラリとF-Searchポリマーライブラリを
利用したPy-GC/MSによる樹脂の詳細解析
工藤 恭彦 1、河村 和広 1、宮川 治彦 1、中川 勝博 1、渡辺 壱 2、松井 和子 2、渡辺 忠一 2

（1 島津製作所、2フロンティア・ラボ）
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示差走査熱量計 DSC-60 Plus の素材測定例

太田 充、長西 敦子　　
（島津製作所）

1000 µm1000 µm

T = Ts - Tr

DSC

DSC

2

1

DTG

示差熱・熱重量同時測定装置 DTG-60 の素材測定例

太田 充、長西 敦子　　
（島津製作所）

均熱板

この部分の
熱抵抗を
高めました

放熱フィン

液体窒素

加熱炉
伝熱板

冷却ファン

ヒーター周辺部の
温度分布を小さく
しました

[ﾟC]

ﾟC
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DTA
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n

n -

ドライウォーターの粒子径分布測定

洲本 高志
（島津製作所）

熱機械分析装置TMA-60の素材測定例

太田 充、長西 敦子　　
（島津製作所）

TMA
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ガス吸着法と水銀圧入法による多孔体評価

道下 晃、鷲尾 一裕　　
（島津製作所）
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スマートフォン用機能性フィルムの
機械強度特性評価
村上 岳、大矢 知佳　

（島津製作所）

ゴム弾性体・樹脂微粒子の表面硬さ試験

西村 司、大矢 知佳
（島津製作所）
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3次元DIC解析システムを用いた動的引張試験
～疲労破壊直前のポリプロピレンのひずみ分布観察とひずみ測定～

村上 岳　
（島津製作所）

A B C

3 DIC

to 

EHF-U
3

to 

A CA B

4. 

プラスチックの高速引張試験と弾性率測定

垣尾 尚史
（島津製作所）
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プラスチックの高速引張試験と弾性率測定

垣尾 尚史
（島津製作所）
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温度条件を変えた液晶スペーサ（柱状）の圧縮試験

西村 司、大矢 知佳　
（島津製作所）

10 

5 
0.5 mm

1.

2. 4 1/2

3.

定試験力押出形 細管式レオメータによる
トナーの温度特性評価
垣尾 尚史　　

（島津製作所）
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温度条件を変えた液晶スペーサ（柱状）の圧縮試験

西村 司、大矢 知佳　
（島津製作所）
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（島津製作所）
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ムーニービスコメータによる配合ゴムの測定例

垣尾 尚史　
（島津製作所）

材料開発においては、その応用目的に応じて、さまざまな環境下における特性評価が必要になります。

ここでは、雰囲気制御を可能とする分析評価システム（表面分析関連装置）をご紹介します。

( ) ( )

..
( )

SMV-301RT ISO289-4 ASTM D1646

..

125 140

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

グローブポート

ターボ分子ポンプ
（CH-Ⅲのみ）

除振機構

チャンバー

SPMユニット

ビューポート

ガス導入機構
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測定装置／製品名素材特性試験評価項目

観察

非破壊内部観察

元素分析

観察・元素分析

観察・成分分析

元素分析・化学状態分析

合成反応解析

高分離精製

分子量分布、分子量測定

材質判定

結晶化度

色彩測定、光学特性

異臭、発生ガス

重金属、微量元素

添加剤同定・定量

残存溶媒

吸・発熱、反応速度

比熱容量

蒸発・分解、ガス吸着、水分量、耐熱性

熱膨張・収縮率、軟化点

粒子径分布

細孔分布

比表面積

真密度

引張、圧縮、曲げ

硬さ

摩擦力（トライボロジー）

疲労ひずみ試験

高速引張／高速打抜き

粒子強度

粘度特性

粘弾性評価

比重

質量

水分

機械的性能評価

質量評価

レオロジー特性評価

添加物・
有害物質評価

熱的特性評価

物理的特性評価

材質評価
（研究開発、品質管理）

観察／組成評価

ソフトマテリアル素材の評価項目／特性および当社測定装置／取扱製品名環境制御対応分析評価装置のご紹介（2）

材料開発においては、その応用目的に応じて、さまざまな環境下における特性評価が必要になります。

ここでは、雰囲気制御を可能とする分析評価システム（試験機、X 線 CT 装置）をご紹介します。

走査型プローブ顕微鏡／ SPM-9700HT、SPM-8100FM
3D 測定レーザー顕微鏡、ナノサーチ顕微鏡／ OLS5000シリーズ、SFT-4500

X 線透視装置／ SMX 透視装置シリーズ、SMX-CT 装置シリーズ

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置／ EDXシリーズ
波長分散型蛍光 X 線分析装置／ XRF-1800

電子線マイクロアナライザ／ EPMAシリーズ

イメージング質量顕微鏡／ iMScope TRIO

X 線光電子分析装置（XPS）／ KRATOS ULTRA2

探針エレクトロスプレーイオン化質量分析計／ DPiMS-2020
直接イオン化質量分析計／ DART-MS
フーリエ変換赤外分光光度計／ IRTracer-100、IRAffinity-1S
顕微ラマン分光光度計／ inViaシリーズ
光反応量子収率評価システム／ QYM-01

分取用液体クロマトグラフ／分取 LCシステム
自動分取精製化システムUFPLC、
超臨界流体クロマトグラフ／ Nexera UC
リサイクル分取システムRecycle-Assist

高速液体クロマトグラフ／ Prominence、Prominence-ｉ GPCシステム
MALDI-TOF 型質量分析計／ AXIMAシリーズ、MALDI-7090、MALDI-8020

フーリエ変換赤外分光光度計／ IRTracer-100、IRAffinity-1S、IRSpirit
顕微ラマン分光光度計／ inViaシリーズ

X 線回折装置／ XRD-6100/7000 OneSight

紫外可視分光光度計／ UVシリーズ、SolidSpec-3700

ガスクロマトグラフ質量分析計／異臭分析システム、サーマルデソープションシステム

高周波プラズマ発光分析・質量分析計／ ICPシリーズ、ICPMS-2030
原子吸光分光光度計／ AA-7000
イオンクロマトグラフ／ Prominence HICシリーズ

高速液体クロマトグラフ／ Nexeraシリーズ、Prominenceシリーズ、ｉシリーズ
高速液体クロマトグラフ質量分析計／ LCMS-8060、LCMS-IT-TOF
ガスクロマトグラフ質量分析計／ GCMS 熱分解システム

ガスクロマトグラフ質量分析計／ GCMS ヘッドスペース分析システム

示差走査熱量計／ DSC-60 Plus、DTG-60

示差走査熱量計／ DSC-60 Plus

示差熱・熱重量同時測定装置／ DTG-60

熱機械分析装置／ TMA-60

粒子径分布測定装置／ SALDシリーズ

自動ポロシメータ／オートポアⅣ9500シリーズ、3Flex

比表面積 / 細孔分布測定装置／ジェミニ、トライスター、3Flex

自動密度計／アキュピックⅡ1340シリーズ

精密万能試験機／オートグラフ　AG-Xplus、AGS-X
微小強度評価試験機／マイクロオートグラフ MST-I

疲労試験機／サーボパルサ、電磁力式微小試験機／マイクロサーボ

高速衝撃試験機／ HITS-Xシリーズ

微小圧縮試験機／ MCTシリーズ

定試験力押出形 細管式レオメータ／フローテスタ CFT-EXシリーズ

ムーニービスコメータ／ SMV-301/301RT

比重測定装置 AU/UW/UX/ELBシリーズ

天秤／電子上ざら天秤、ロードセル式電子台はかり

電子水分計／ MOC63u

微小硬度計／ HMV-Gシリーズ、ダイナミック超微小硬度計／ DUHシリーズ
走査型プローブ顕微鏡／ SPM-9700HT、SPM-8100FM
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残存溶媒

吸・発熱、反応速度

比熱容量

蒸発・分解、ガス吸着、水分量、耐熱性

熱膨張・収縮率、軟化点

粒子径分布

細孔分布

比表面積

真密度

引張、圧縮、曲げ

硬さ

摩擦力（トライボロジー）

疲労ひずみ試験

高速引張／高速打抜き

粒子強度

粘度特性

粘弾性評価

比重

質量

水分

機械的性能評価

質量評価

レオロジー特性評価

添加物・
有害物質評価

熱的特性評価

物理的特性評価

材質評価
（研究開発、品質管理）

観察／組成評価

ソフトマテリアル素材の評価項目／特性および当社測定装置／取扱製品名環境制御対応分析評価装置のご紹介（2）

材料開発においては、その応用目的に応じて、さまざまな環境下における特性評価が必要になります。

ここでは、雰囲気制御を可能とする分析評価システム（試験機、X 線 CT 装置）をご紹介します。

走査型プローブ顕微鏡／ SPM-9700HT、SPM-8100FM
3D 測定レーザー顕微鏡、ナノサーチ顕微鏡／ OLS5000シリーズ、SFT-4500

X 線透視装置／ SMX 透視装置シリーズ、SMX-CT 装置シリーズ

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置／ EDXシリーズ
波長分散型蛍光 X 線分析装置／ XRF-1800

電子線マイクロアナライザ／ EPMAシリーズ

イメージング質量顕微鏡／ iMScope TRIO

X 線光電子分析装置（XPS）／ KRATOS ULTRA2

探針エレクトロスプレーイオン化質量分析計／ DPiMS-2020
直接イオン化質量分析計／ DART-MS
フーリエ変換赤外分光光度計／ IRTracer-100、IRAffinity-1S
顕微ラマン分光光度計／ inViaシリーズ
光反応量子収率評価システム／ QYM-01

分取用液体クロマトグラフ／分取 LCシステム
自動分取精製化システムUFPLC、
超臨界流体クロマトグラフ／ Nexera UC
リサイクル分取システムRecycle-Assist

高速液体クロマトグラフ／ Prominence、Prominence-ｉ GPCシステム
MALDI-TOF 型質量分析計／ AXIMAシリーズ、MALDI-7090、MALDI-8020

フーリエ変換赤外分光光度計／ IRTracer-100、IRAffinity-1S、IRSpirit
顕微ラマン分光光度計／ inViaシリーズ

X 線回折装置／ XRD-6100/7000 OneSight

紫外可視分光光度計／ UVシリーズ、SolidSpec-3700

ガスクロマトグラフ質量分析計／異臭分析システム、サーマルデソープションシステム

高周波プラズマ発光分析・質量分析計／ ICPシリーズ、ICPMS-2030
原子吸光分光光度計／ AA-7000
イオンクロマトグラフ／ Prominence HICシリーズ

高速液体クロマトグラフ／ Nexeraシリーズ、Prominenceシリーズ、ｉシリーズ
高速液体クロマトグラフ質量分析計／ LCMS-8060、LCMS-IT-TOF
ガスクロマトグラフ質量分析計／ GCMS 熱分解システム

ガスクロマトグラフ質量分析計／ GCMS ヘッドスペース分析システム

示差走査熱量計／ DSC-60 Plus、DTG-60

示差走査熱量計／ DSC-60 Plus

示差熱・熱重量同時測定装置／ DTG-60

熱機械分析装置／ TMA-60

粒子径分布測定装置／ SALDシリーズ

自動ポロシメータ／オートポアⅣ9500シリーズ、3Flex

比表面積 / 細孔分布測定装置／ジェミニ、トライスター、3Flex

自動密度計／アキュピックⅡ1340シリーズ

精密万能試験機／オートグラフ　AG-Xplus、AGS-X
微小強度評価試験機／マイクロオートグラフ MST-I

疲労試験機／サーボパルサ、電磁力式微小試験機／マイクロサーボ

高速衝撃試験機／ HITS-Xシリーズ

微小圧縮試験機／ MCTシリーズ

定試験力押出形 細管式レオメータ／フローテスタ CFT-EXシリーズ

ムーニービスコメータ／ SMV-301/301RT

比重測定装置 AU/UW/UX/ELBシリーズ

天秤／電子上ざら天秤、ロードセル式電子台はかり

電子水分計／ MOC63u

微小硬度計／ HMV-Gシリーズ、ダイナミック超微小硬度計／ DUHシリーズ
走査型プローブ顕微鏡／ SPM-9700HT、SPM-8100FM
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タイトル ページ測定装置装置カテゴリー

走査型プローブ顕微鏡／ SPM-9700HT、
SPM-8100FM

3D 測定レーザー顕微鏡、ナノサーチ顕微鏡／
OLS5000シリーズ、SFT-4500

原子吸光分光光度計／ AA-7000

高周波プラズマ発光分析・質量分析計／
ICPシリーズ、ICPMS-2030

紫外可視分光光度計／ UVシリーズ、
SolidSpec-3700

フーリエ変換赤外分光光度計／
IRTracer-100、IRAffinity-1S、IRSpirit

光反応量子収率評価システム／ QYM-01

高速液体クロマトグラフ／ Nexeraシリーズ、
Prominenceシリーズ、ｉシリーズ

高速液体クロマトグラフ質量分析計／
LCMS-8060、LCMS-IT-TOF

超臨界流体クロマトグラフ／ Nexera UC

高速液体クロマトグラフ／ Prominence、
Prominence-ｉ GPCシステム

イオンクロマトグラフ／
Prominence HICシリーズ

ガスクロマトグラフ質量分析計／
GCMS 熱分解システム

X線分析

クロマト／質量

光学分析

観察評価

装置別索引

走査型プローブ顕微鏡（SPM）による含水性レンズの
多角的評価

SPM による高分子材料の局所弾性率評価

SPM による紫外光照射下 KFM 測定を用いた
金ナノ粒子集合体の光誘起電荷分布の可視化

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と光学特性の関係

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

構造色を有するフォトニクス材料の評価

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価

リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

AA, ICPを用いたプラスチック中有害元素の分析

スマートフォンを保護するフィルムやガラスの光学特性

構造色を有するフォトニクス材料の評価

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と光学特性の関係

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価

異物分析をサポートする解析ツール
－EDX-FTIR 統合解析ソフトウェアー

リキッドマーブルの粘着剤の反応解析

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

薄膜光反応試料の評価システム

超臨界流体クロマトグラフ（Nexera UC）を用いた
類似構造化合物分離への適用事例

合成高分子の分子量分布と添加剤の同時分析が可能な
GPC 分析システム

燃焼 -イオンクロマトグラフシステムによる
ポリフェニレンスルフィド樹脂中ハロゲンの分析

高分子添加剤ライブラリとF-Search ポリマーライブラリを
利用した Py-GC/MS による樹脂の詳細解析

自動車内装材から放散するVOC 及び SVOC の分析

加熱脱離（TD）法による化学製品中の異臭分析

DPiMS-2020を用いた化学反応のリアルタイム追跡

リキッドマーブルの粘着剤の反応解析

高精度 MSnと多変量解析手法を用いた
加硫促進剤の差異解析

ガスクロマトグラフ質量分析計／
異臭分析システム、サーマルデソープションシステム

探針エレクトロスプレーイオン化質量分析計／
DPiMS-2020

直接イオン化質量分析計／ DART-MS

MALDI-TOF 型質量分析計／ AXIMAシリーズ、
MALDI-7090、MALDI-8020

卓上型 MALDI-TOFMS による合成高分子と
関連物質の測定例

リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

環境制御対応分析評価装置のご紹介（2）

異物分析をサポートする解析ツール
－EDX-FTIR 統合解析ソフトウェアー

リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

XPS による有機物の化学結合状態解析

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

X 線回折法による高分子材料の測定

10

11

12

29

53

13

14

15

33

28

13

29

14

16

20

53

21

22

24

34

38

30

32

19

20

36

26

15

54

16

15

53

18

53

27

電子線マイクロアナライザ／ EPMAシリーズ

X 線回折装置／ XRD-6100/7000 OneSight

X 線透視装置／ SMX 透視装置シリーズ、
SMX-CT 装置シリーズ

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置／
EDXシリーズ

X 線光電子分析装置（XPS）／ KRATOS ULTRA2

タイトル ページ測定装置装置カテゴリー

示差走査熱量計／ DSC-60 Plus

示差熱・熱重量同時測定装置／ DTG-60

熱機械分析装置／ TMA-60

自動比表面積／細孔分布測定装置／
ジェミニ、トライスター、3Flex

粒子径分布測定装置／ SALDシリーズ

自動ポロシメータ／オートポアⅣ9500シリーズ

自動密度計／アキュピックⅡ1340シリーズ

定試験力押出形 細管式レオメータ／
フローテスタ CFT-EXシリーズ

ムーニービスコメータ／ SMV-301/301RT

精密万能試験機／オートグラフ
AG-Xplus、AGS-X
微小強度評価試験機／マイクロオートグラフ
MST-I

微小硬度計／ HMV-Gシリーズ、
ダイナミック超微小硬度計／ DUHシリーズ

疲労試験機／サーボパルサ、
電磁力式微小試験機／マイクロサーボ

高速衝撃試験機／ HITS-Xシリーズ

微小圧縮試験機／ MCTシリーズ

試験評価

物性分析（粉体）

物性分析（熱）

示差走査熱量計 DSC-60 Plus の素材測定例

示差熱・熱重量同時測定装置 DTG-60 の素材測定例

熱機械分析装置 TMA-60 の素材測定例

ドライウォーターの粒子径分布測定

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と光学特性の関係

高分子材料の乾式密度測定

定試験力押出形 細管式レオメータによるトナーの
温度特性評価

ムーニービスコメータによる配合ゴムの測定例

40

41

42

43

29

44

45

51

52

46

54

47

14

49

50

48

ガス吸着法と水銀圧入法による多孔体評価

プラスチックの高速引張試験と弾性率測定

温度条件を変えた液晶スペーサ（柱状）の圧縮試験

スマートフォン用機能性フィルムの機械強度特性評価

環境制御対応分析評価装置のご紹介（2）

ゴム弾性体・樹脂微粒子の表面硬さ試験

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価

3 次元 DIC 解析システムを用いた動的引張試験
～疲労破壊直前のポリプロピレンのひずみ分布観察と
ひずみ測定～
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タイトル ページ測定装置装置カテゴリー

走査型プローブ顕微鏡／ SPM-9700HT、
SPM-8100FM

3D 測定レーザー顕微鏡、ナノサーチ顕微鏡／
OLS5000シリーズ、SFT-4500

原子吸光分光光度計／ AA-7000

高周波プラズマ発光分析・質量分析計／
ICPシリーズ、ICPMS-2030

紫外可視分光光度計／ UVシリーズ、
SolidSpec-3700

フーリエ変換赤外分光光度計／
IRTracer-100、IRAffinity-1S、IRSpirit

光反応量子収率評価システム／ QYM-01

高速液体クロマトグラフ／ Nexeraシリーズ、
Prominenceシリーズ、ｉシリーズ

高速液体クロマトグラフ質量分析計／
LCMS-8060、LCMS-IT-TOF

超臨界流体クロマトグラフ／ Nexera UC

高速液体クロマトグラフ／ Prominence、
Prominence-ｉ GPCシステム

イオンクロマトグラフ／
Prominence HICシリーズ

ガスクロマトグラフ質量分析計／
GCMS 熱分解システム

X線分析

クロマト／質量

光学分析

観察評価

装置別索引

走査型プローブ顕微鏡（SPM）による含水性レンズの
多角的評価

SPM による高分子材料の局所弾性率評価

SPM による紫外光照射下 KFM 測定を用いた
金ナノ粒子集合体の光誘起電荷分布の可視化

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と光学特性の関係

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

構造色を有するフォトニクス材料の評価

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価

リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

AA, ICPを用いたプラスチック中有害元素の分析

スマートフォンを保護するフィルムやガラスの光学特性

構造色を有するフォトニクス材料の評価

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と光学特性の関係

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価

異物分析をサポートする解析ツール
－EDX-FTIR 統合解析ソフトウェアー

リキッドマーブルの粘着剤の反応解析

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

薄膜光反応試料の評価システム

超臨界流体クロマトグラフ（Nexera UC）を用いた
類似構造化合物分離への適用事例

合成高分子の分子量分布と添加剤の同時分析が可能な
GPC 分析システム

燃焼 -イオンクロマトグラフシステムによる
ポリフェニレンスルフィド樹脂中ハロゲンの分析

高分子添加剤ライブラリとF-Search ポリマーライブラリを
利用した Py-GC/MS による樹脂の詳細解析

自動車内装材から放散するVOC 及び SVOC の分析

加熱脱離（TD）法による化学製品中の異臭分析

DPiMS-2020を用いた化学反応のリアルタイム追跡

リキッドマーブルの粘着剤の反応解析

高精度 MSnと多変量解析手法を用いた
加硫促進剤の差異解析

ガスクロマトグラフ質量分析計／
異臭分析システム、サーマルデソープションシステム

探針エレクトロスプレーイオン化質量分析計／
DPiMS-2020

直接イオン化質量分析計／ DART-MS

MALDI-TOF 型質量分析計／ AXIMAシリーズ、
MALDI-7090、MALDI-8020

卓上型 MALDI-TOFMS による合成高分子と
関連物質の測定例

リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

環境制御対応分析評価装置のご紹介（2）

異物分析をサポートする解析ツール
－EDX-FTIR 統合解析ソフトウェアー

リキッドマーブルの表面・構造解析と粘着性評価

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

XPS による有機物の化学結合状態解析

環境制御対応分析評価装置のご紹介（1）

X 線回折法による高分子材料の測定
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29

53

13
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15

33

28

13

29

14

16

20

53

21

22

24

34

38

30

32

19

20

36

26

15

54

16

15

53

18

53

27

電子線マイクロアナライザ／ EPMAシリーズ

X 線回折装置／ XRD-6100/7000 OneSight

X 線透視装置／ SMX 透視装置シリーズ、
SMX-CT 装置シリーズ

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置／
EDXシリーズ

X 線光電子分析装置（XPS）／ KRATOS ULTRA2

タイトル ページ測定装置装置カテゴリー

示差走査熱量計／ DSC-60 Plus

示差熱・熱重量同時測定装置／ DTG-60

熱機械分析装置／ TMA-60

自動比表面積／細孔分布測定装置／
ジェミニ、トライスター、3Flex

粒子径分布測定装置／ SALDシリーズ

自動ポロシメータ／オートポアⅣ9500シリーズ

自動密度計／アキュピックⅡ1340シリーズ

定試験力押出形 細管式レオメータ／
フローテスタ CFT-EXシリーズ

ムーニービスコメータ／ SMV-301/301RT

精密万能試験機／オートグラフ
AG-Xplus、AGS-X
微小強度評価試験機／マイクロオートグラフ
MST-I

微小硬度計／ HMV-Gシリーズ、
ダイナミック超微小硬度計／ DUHシリーズ

疲労試験機／サーボパルサ、
電磁力式微小試験機／マイクロサーボ

高速衝撃試験機／ HITS-Xシリーズ

微小圧縮試験機／ MCTシリーズ

試験評価

物性分析（粉体）

物性分析（熱）

示差走査熱量計 DSC-60 Plus の素材測定例

示差熱・熱重量同時測定装置 DTG-60 の素材測定例

熱機械分析装置 TMA-60 の素材測定例

ドライウォーターの粒子径分布測定

金ナノ粒子の粒子径分布／粒子形状と光学特性の関係

高分子材料の乾式密度測定

定試験力押出形 細管式レオメータによるトナーの
温度特性評価

ムーニービスコメータによる配合ゴムの測定例

40

41

42

43

29

44

45

51

52

46

54

47

14

49

50

48

ガス吸着法と水銀圧入法による多孔体評価

プラスチックの高速引張試験と弾性率測定

温度条件を変えた液晶スペーサ（柱状）の圧縮試験

スマートフォン用機能性フィルムの機械強度特性評価

環境制御対応分析評価装置のご紹介（2）

ゴム弾性体・樹脂微粒子の表面硬さ試験

自己修復型多機能薄膜（生物模倣素材）の評価

3 次元 DIC 解析システムを用いた動的引張試験
～疲労破壊直前のポリプロピレンのひずみ分布観察と
ひずみ測定～
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測定装置 ページソフトマテリアル素材カテゴリー

エポキシ樹脂

発泡プラスチック

液晶スペーサ（フォトリソグラフィ加工スペーサ）

プラスチック全般

プリプレグ材

ポリイミド

ポリエチレン

ポリエチレンイミン

ポリエチレンテレフタレート

ポリ塩化ビニリデン

ポリ塩化ビニル

ポリカーボネート

ポリスチレン

ポリドーパミン

ポリビニルピロリドン

ポリフェニレンスルフィド

ポリプロピレン

アクリロニトリル -ブタジエンゴム

液状硬化型ゴム

ゴム全般

ゴム粒子

スチレンブタジエンゴム

スルフェンアミド系加硫促進剤

タイヤ

ニトリルゴム

光硬化樹脂薄膜

コーティング膜

コンタクトレンズ

自己修復材、自己修復多機能膜

20, 40, 41, 42

45

50

30, 49

41

18, 41

11, 27, 33, 40, 45

20

18, 26, 27, 41, 45

45

16

26

13, 24

13

14

34

40, 48

16

11

30, 40

47

38, 41, 42, 52

36

40

11

21

46

10

14, 46

フィルム、膜

ゴム

プラスチック

測定素材別索引

フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計
熱機械分析装置
示差走査熱量計
示差熱・熱重量同時測定装置

自動密度計

微小圧縮試験機

ガスクロマトグラフ質量分析計
高速衝撃試験機

示差熱・熱重量同時測定装置

X 線光電子分析装置
示差熱・熱重量同時測定装置

原子吸光分光光度計
高周波プラズマ発光分析
自動密度計
示差走査熱量計
X 線回折装置
走査型プローブ顕微鏡

フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

質量分析計／ MALDI-TOFMS
X 線光電子分析装置
自動密度計
示差熱・熱重量同時測定装置
X 線回折装置

自動密度計

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置
フーリエ変換赤外分光光度計

質量分析計／ MALDI-TOFMS

紫外可視分光光度計
ナノサーチ顕微鏡
高速液体クロマトグラフ

紫外可視分光光度計
ナノサーチ顕微鏡

赤外顕微システム
ダイナミック超微小硬度計
3Dレーザー顕微鏡

イオンクロマトグラフ

疲労試験機
示差走査熱量計

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置
フーリエ変換赤外分光光度計

走査型プローブ顕微鏡

示差走査熱量計
ガスクロマトグラフ質量分析計

ダイナミック超微小硬度計

ムーニービスコメータ
示差熱・熱重量同時測定装置
熱機械分析装置

高速液体クロマトグラフ質量分析計

示差走査熱量計

走査型プローブ顕微鏡

光反応量子収率評価システム

微小強度評価試験機

走査型プローブ顕微鏡

赤外顕微システム
ダイナミック超微小硬度計
3Dレーザー顕微鏡
走査型プローブ顕微鏡
微小強度評価試験機

測定装置 ページソフトマテリアル素材カテゴリー

樹脂フィルム

電解質膜

電池セパレータ

スマートフォン用保護フィルム

ラップ

固体高分子形燃料電池用ガス拡散層

アルミナスラリー

カーボンブラック

金ナノ粒子

ゴム粒子、樹脂粒子

酸化チタン

炭酸カルシウム粒子

チタン酸リチウム

トナー

ドライウォータ

メラニン模倣ポリスチレン粒子

リキッドマーブル

エポキシ樹脂、硬化剤

リキッドマーブル

自己修復膜

スマートフォン用保護ガラス

ポリエチレンペレット

段ボール

スルフェンアミド系加硫促進剤

酸化防止剤「Irganox®1010」※

硬化剤「ポリエチレンイミン」

添加剤ライブラリ

金ナノ粒子

18, 26, 45

40

40, 42, 44, 53, 54

28, 46

45

44

45

41, 42, 44, 52

12, 29

47

44

15

44

51

43

13

15, 20

20

15, 20

14

45

28

45

45

30

27, 45

32

36

24

20

38

12, 29

高分子添加剤

紙

高分子触媒

ペースト

ガラス

ペットボトル

ペレット

皮革

繊維

粉体

接着剤

ゲル

フィルム、膜

質量分析計／ MALDI-TOFMS
X 線光電子分析装置

示差走査熱量計

示差走査熱量計
熱機械分析装置
自動ポロシメータ

紫外可視分光光度計
微小強度評価試験機

自動密度計

自動ポロシメータ

自動密度計

自動比表面積／細孔分布測定装置
示差熱・熱重量同時測定装置
熱機械分析装置
ムーニービスコメータ

粒子径分布測定装置
走査型プローブ顕微鏡
紫外可視分光光度計

ダイナミック微小硬度計

自動比表面積／細孔分布測定装置

X 線透視装置
電子線マイクロアナライザ
走査型プローブ顕微鏡

自動比表面積／細孔分布測定装置

定試験力押出形 細管式レオメータ

レーザ回折式粒子径分布測定装置

紫外可視分光光度計
ナノサーチ顕微鏡

X 線透視装置
電子線マイクロアナライザ
ナノサーチ顕微鏡
フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

X 線透視装置
電子線マイクロアナライザ
ナノサーチ顕微鏡
フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

赤外顕微システム
ダイナミック超微小硬度計
3Dレーザー顕微鏡

自動密度計

紫外可視分光光度計

自動密度計

自動密度計

ガスクロマトグラフ質量分析計

X 線回折装置
自動密度計

ガスクロマトグラフ質量分析計

高速液体クロマトグラフ質量分析計

高速液体クロマトグラフ

直接イオン化質量分析計
フーリエ変換赤外分光光度計

ガスクロマトグラフ質量分析計

粒子径分布測定装置
走査型プローブ顕微鏡
紫外可視分光光度計

※ Irganox は BASF SE の登録商標です。
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測定装置 ページソフトマテリアル素材カテゴリー

エポキシ樹脂

発泡プラスチック

液晶スペーサ（フォトリソグラフィ加工スペーサ）

プラスチック全般

プリプレグ材

ポリイミド

ポリエチレン

ポリエチレンイミン

ポリエチレンテレフタレート

ポリ塩化ビニリデン

ポリ塩化ビニル

ポリカーボネート

ポリスチレン

ポリドーパミン

ポリビニルピロリドン

ポリフェニレンスルフィド

ポリプロピレン

アクリロニトリル -ブタジエンゴム

液状硬化型ゴム

ゴム全般

ゴム粒子

スチレンブタジエンゴム

スルフェンアミド系加硫促進剤

タイヤ

ニトリルゴム

光硬化樹脂薄膜

コーティング膜

コンタクトレンズ

自己修復材、自己修復多機能膜

20, 40, 41, 42

45

50

30, 49

41

18, 41

11, 27, 33, 40, 45

20

18, 26, 27, 41, 45

45

16

26

13, 24

13

14

34

40, 48

16

11

30, 40

47

38, 41, 42, 52

36

40

11

21

46

10

14, 46

フィルム、膜

ゴム

プラスチック

測定素材別索引

フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計
熱機械分析装置
示差走査熱量計
示差熱・熱重量同時測定装置

自動密度計

微小圧縮試験機

ガスクロマトグラフ質量分析計
高速衝撃試験機

示差熱・熱重量同時測定装置

X 線光電子分析装置
示差熱・熱重量同時測定装置

原子吸光分光光度計
高周波プラズマ発光分析
自動密度計
示差走査熱量計
X 線回折装置
走査型プローブ顕微鏡

フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

質量分析計／ MALDI-TOFMS
X 線光電子分析装置
自動密度計
示差熱・熱重量同時測定装置
X 線回折装置

自動密度計

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置
フーリエ変換赤外分光光度計

質量分析計／ MALDI-TOFMS

紫外可視分光光度計
ナノサーチ顕微鏡
高速液体クロマトグラフ

紫外可視分光光度計
ナノサーチ顕微鏡

赤外顕微システム
ダイナミック超微小硬度計
3Dレーザー顕微鏡

イオンクロマトグラフ

疲労試験機
示差走査熱量計

エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置
フーリエ変換赤外分光光度計

走査型プローブ顕微鏡

示差走査熱量計
ガスクロマトグラフ質量分析計

ダイナミック超微小硬度計

ムーニービスコメータ
示差熱・熱重量同時測定装置
熱機械分析装置

高速液体クロマトグラフ質量分析計

示差走査熱量計

走査型プローブ顕微鏡

光反応量子収率評価システム

微小強度評価試験機

走査型プローブ顕微鏡

赤外顕微システム
ダイナミック超微小硬度計
3Dレーザー顕微鏡
走査型プローブ顕微鏡
微小強度評価試験機

測定装置 ページソフトマテリアル素材カテゴリー

樹脂フィルム

電解質膜

電池セパレータ

スマートフォン用保護フィルム

ラップ

固体高分子形燃料電池用ガス拡散層

アルミナスラリー

カーボンブラック

金ナノ粒子

ゴム粒子、樹脂粒子

酸化チタン

炭酸カルシウム粒子

チタン酸リチウム

トナー

ドライウォータ

メラニン模倣ポリスチレン粒子

リキッドマーブル

エポキシ樹脂、硬化剤

リキッドマーブル

自己修復膜

スマートフォン用保護ガラス

ポリエチレンペレット

段ボール

スルフェンアミド系加硫促進剤

酸化防止剤「Irganox®1010」※

硬化剤「ポリエチレンイミン」

添加剤ライブラリ

金ナノ粒子

18, 26, 45

40

40, 42, 44, 53, 54

28, 46

45

44

45

41, 42, 44, 52

12, 29

47

44

15

44

51

43

13

15, 20

20

15, 20

14

45

28

45

45

30

27, 45

32

36

24

20

38

12, 29

高分子添加剤

紙

高分子触媒

ペースト

ガラス

ペットボトル

ペレット

皮革

繊維

粉体

接着剤

ゲル

フィルム、膜

質量分析計／ MALDI-TOFMS
X 線光電子分析装置

示差走査熱量計

示差走査熱量計
熱機械分析装置
自動ポロシメータ

紫外可視分光光度計
微小強度評価試験機

自動密度計

自動ポロシメータ

自動密度計

自動比表面積／細孔分布測定装置
示差熱・熱重量同時測定装置
熱機械分析装置
ムーニービスコメータ

粒子径分布測定装置
走査型プローブ顕微鏡
紫外可視分光光度計

ダイナミック微小硬度計

自動比表面積／細孔分布測定装置

X 線透視装置
電子線マイクロアナライザ
走査型プローブ顕微鏡

自動比表面積／細孔分布測定装置

定試験力押出形 細管式レオメータ

レーザ回折式粒子径分布測定装置

紫外可視分光光度計
ナノサーチ顕微鏡

X 線透視装置
電子線マイクロアナライザ
ナノサーチ顕微鏡
フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

X 線透視装置
電子線マイクロアナライザ
ナノサーチ顕微鏡
フーリエ変換赤外分光光度計
直接イオン化質量分析計

赤外顕微システム
ダイナミック超微小硬度計
3Dレーザー顕微鏡

自動密度計

紫外可視分光光度計

自動密度計

自動密度計

ガスクロマトグラフ質量分析計

X 線回折装置
自動密度計

ガスクロマトグラフ質量分析計

高速液体クロマトグラフ質量分析計

高速液体クロマトグラフ

直接イオン化質量分析計
フーリエ変換赤外分光光度計

ガスクロマトグラフ質量分析計

粒子径分布測定装置
走査型プローブ顕微鏡
紫外可視分光光度計

※ Irganox は BASF SE の登録商標です。
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つ　く　ば　市　吾　妻　3　丁　目　17　-　1

さいたま市大宮区吉敷町1-41 明治安田生命大宮吉敷町ビル8階

横浜市西区北幸2丁目8-29  東武横浜第3ビル7階
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岡山市北区磨屋町3-10  岡山ニューシティビル6階
高 松 市 番 町 1 丁 目 6 - 1   高 松 N K ビ ル 9 階
広島市中区袋町4-25  明治安田生命広島ビル15階
福 岡 市 博 多 区 冷 泉 町 4 - 2 0   島 津 博 多 ビ ル 4 階

島津コールセンター （操作・分析に関する電話相談窓口） 0120-131691
IP電話等：（075）813-1691

本文書に記載されている会社名、製品名、サービスマークおよびロゴは、各社の商標および登録商標です。
なお、本文中では「TM」、「®」を明記していない場合があります。
本製品は、医薬品医療機器法に基づく医療機器として承認・認証等を受けておりません。
治療診断目的およびその手続き上での使用はできません。
トラブル解消のため補修用部品・消耗品は純正部品をご採用ください。
外観および仕様は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。

島津新素材アプリケーション集 III
「ソフトマテリアル」 


